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プロスポーツと地域創生について
プログラム委員会  担当

卓話「プロスポーツと地域創生について」
株式会社フェニックス 代表取締役社長　水野 晃 様

　昨年、男子バスケットボール日本代表が48年振りに
オリンピック出場を果たし、バスケットに対して非常に
追い風が吹いています。現在、日本にプロバスケット
チームには56チームあり、愛知県には４チームありま
す。フェニックスはＢ１に所属しており、Ｂ１は24チーム
あります。オーナー企業は以前はＢtoＢの会社が多かっ
たですが、最近はＢtoＣの会社に変わってきています。
　Ｂリーグも2026-27年シーズンから「Ｂ.革新」とい
うことで色々と変えていこうとする動きがあります。
具体的に、ＮＢＡに続く世界第２のリーグを目指し、
ヨーロッパや中国のリーグと肩を並べるために、様々
な目標を立てています。また、Ｂ１やＢ２、Ｂ３はそ
れぞれ、B.LEAGUE PREMIER、B.LEAGUE ONE、
B.LEAGUE NEXTと名前が変わります。
　三遠ネオフェニックスとしてはB.LEAGUE PREMIER
を目指していますが、基準が厳しくなっています。例
えば「ホームで行う試合の入場者数平均4,000人」と
いう条件があります。豊橋総合体育館の収容人数は
3,200人なので無茶な話だと思っていましたが、企業
版ふるさと納税を使用して増席を行い、現在28試合が
終わったところで、来場者数平均は4,215人となって
いるため達成できています。また、豊橋にアリーナを
建設することも条件となっています。
　Ｂリーグは2028年までに全ての都道府県にプロ
チームを置くこと、2030年にＢリーグから５人のＮ
ＢＡ選手を輩出すること、2030年までに入場者数を
300万人から500万人にすることを目標にしていま
す。また、Ｂリーグのビジョンの一つには、交流人口
の増加による地域活性と地域課題解決があります。
　私たち株式会社フェニックスの経営理念は「三遠地
域を笑顔で活力ある街に！」です。ネオフェニックス
に関わる人達を笑顔で満たすことを目指しています。
また、企業理念は「100年さきの笑顔のために」とい

うことで、安定した経営を行い、チームを存在させ続け
て地域に貢献していきます。更に、B.LEAGUE PREMIER
に参戦すること、地域と子ども達のクラブであるこ
と、アリーナへの挑戦を目指し日々頑張っています。
三遠地域のプロスポーツチームとして存続し続けるこ
とを私の誓いとさせていただきます。
　フェニックスは現在「強化・地域・教育」に力を入
れて取り組んでいます。「地域」の取り組みとして、
選手がシーズンの始めに市役所を訪問してご挨拶をさ
せていただいたり、元選手がアンバサダーとなり小中
学校でバスケットボールの指導を行ったり、様々なイ
ベントにも参加をさせていただいています。バスケッ
トだけでなくこの様な活動も続けていきたいと思いま
す。「教育」の取り組みとしては、次世代を担う子ど
もの育成ということで、アンダーカテゴリーのチーム
を育てています。
　先ほどもお話しましたが、B.LEAGUE PREMIERに上
がるにはアリーナを建設しなければいけないというこ
とで、豊橋をはじめ10拠点以上の建設を予定していま
す。地域にアリーナがあることにより、その地域に
様々な好影響が期待できます。例えば、交流人口や関
係人口の増加やコミュニティ創出、雇用の創出があ
り、それによって賑わいが生まれたり、税収の増加、
防災力の向上等がもたらされる効果です。更に、地域
ブランド力のアップや地域の治安改善、住環境の向
上、地域愛着度の向上も加えて期待できます。
　ネオフェニックスは現在Ｂ１の中で３位となってお
り、ＣＳチャンピオンシップへの出場も決まっていま
す。今までネオフェニックスはホームでの試合にとて
も強いので、今後豊橋で行われる試合でも勝利を期待
して、日本一を目指したいと思います。そのためには
是非多くの皆さまにご来場いただきたいと思います。
今後も、この三遠地域のプロスポーツチームであり続
ける努力をしていきたいと思います。

　スウェーデンの精神科医が書いた「運動脳」という
本によると、脳の機能を高めるには戦略的に運動を行
う方がパズルや脳トレよりも効果があり、脳は頭のト
レーニングより体を動かすことで威力を発揮する器官
だそうです。しかし、運動量と学力は必ずしも一致す
る訳ではなく、近年注目されているのが「実行機能」
という脳の機能です。実行機能とは、計画を立て、行
動や思考をコントロールし、段取り良くこなす機能で
す。実行機能は生まれ持った資質ではなく、幼児期か
ら発達が始まり、鍛えることで伸びる能力だそうで
す。運動により効率良くこの実行機能が高められると
学力が上がるのではないかと言われています。
　脳は25歳頃をピークに委縮していきますが、持久カ
トレーニングをした人の海馬は、縮むどころか１年で
２％程成長したという研究結果があります。これは老
化が全く進んでいなかったどころか、２歳程度若返っ
たことを意味します。そのトレーニングは、たった週
３回早足で40分間歩いただけでした。つまり、週に数
回早足で歩いたり、走ったりするだけで脳が若返り、
記憶力も強化できるということになります。是非若返
りをしたい方には、軽く走ったり、早足で歩いたりす
ることをお勧めいたします。私も最近は怠けて走らな
くなっていたので、もう一度ランニングを始め、脳の
老化を防ぎたいと思います。

卓話者紹介 青木 良浩 プログラム委員長

　本日は、株式会社フェニックスの水野社長に卓話を
していただきます。水野社長は元々プレイヤーをされ
ていましたが、ＯＳＧに戻り、営業、調達部門でご活
躍された後、今回の人事となられたそうです。チーム
がこの地域の基盤の一つとなるために、様々な戦略を
考えられているそうです。スポーツはチームが強いこ
とが大切ですが、それをどの様に地域創生に繋げてい
くか等の幅広いお話が聞けることと思います。

福井 敬 会長 水野 晃 様堀部 洋介 様 青木 良浩
プログラム委員長
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例会予定

江﨑 雅彰 出席委員出席報告

当日出席者　68名
総会員数 110名

計算会員数　93名中25名欠席
出席率  73.12%

ニコニコBOX 佐藤 裕彦 ニコニコ委員

■水野社長、ようこそ豊橋ＲＣへ。チャンピオンシップ
出場おめでとうございます。目指せ日本一！！期待し
ております
　福井 敬 会長
■本日の卓話者（株）フェニックス社長水野晃様をご紹
介させていただきます
　青木 良浩 プログラム委員長
■（株）フェニックス水野社長、ようこそ豊橋ＲＣへ。
卓話を楽しみにしております
　小林 大悟 会員
■SMBC日興証券がスポンサーのサクセス（地方の経営者
紹介の番組）のインタビューを受けました。５月11日（土）
メーテレ午前7:55から５分間の放映です。見てください。
SMBC日興証券平林支店長、ありがとうございました
　鈴木 良昌 会員
■本日の東愛知新聞に白山比咩神社の「吉田花祭り」の
記事を載せていただきました。特製のイラストシール
でＰＲしていますので、ご希望の方は冨田まで。特別
に贈呈します
　冨田 佳央 会員
■少し良い事がありました。具体的には来月報告します
　松坂 良太 会員　　　　　　　　　　　　　    （順不同)

誕生祝い

福井 一裕 会員
（Ｓ.36年5月8日生）

岡村 正造 会員
（Ｓ.25年4月25日生）

笠原 元樹 会員
（Ｓ.55年5月7日生）

西島 豊 会員
（Ｓ.54年4月29日生）

株式会社フェニックス 代表取締役社長　水野 晃 様
　　　　　　　　　　 集客戦略室室長　堀部 洋介 様

本日のゲスト

ソングリーダー 宮田 正人 会員歌

「バラが咲いた」

青木 良浩 副幹事幹事報告

１．ロータリー誌が届いています。
２．次週５月２日は、休会となります。
３．５月例会よりクールビスを実施します。

５月２日（木）休会
５月９日（木）卓話「地方都市の地域包括ケアと自治体
　　　　　　　     病院の将来像」
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創立75周年記念事業ご協力のお願い
佐々木 利政　創立75周年実行委員長

　８カ月程前から委員会を行ってお
り、順調に進めております。しか
し、６部会を十数人で進めているた
め部会によっては人が足りないとこ
ろがあります。社会奉仕事業の中で

は、現在学校や教育委員会と折衝していますが、その
ための人数が足りないので、個々にお声がけをさせて
いただきます。75周年事業の実現のために是非皆さま
のご協力をよろしくお願いいたします。
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